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==================================== 

平成 20 年度 
 臨床検査精度管理調査総合報告会 

終了！ 
==================================== 

 平成 20 年度日臨技臨床検査精度管理

調査総合報告会が 3 月 7 日（土）午前 10
時から、東京千代田区北の丸公園の科学

技術館サイエンスホールに於いて開催さ

れた。全部門を対象とした総合報告会で

あり、管理者や精度管理責任者ら約 300
名が参加し、各部門の調査結果を受け、

臨床検査の精度改善策などにについて討

議した。 
平成 20 年度の同調査は、前年に比べ

159 施設増の 3,484 施設と過去最多の参

加を記録した。このことは、わが国最大

規模の本精度管理調査に寄せる参加施設

の意識の表れと受けとめることができる。

対象部門も臨床化学、免疫血清、血液・

凝固、一般、微生物、細胞、病理、輸血、

生理機能、遺伝子と広範で、これもわが

国随一にして唯一の調査である。 
各検査部門からの報告は、精度管理調

査報告書(2 月公表)に沿って、その要旨や

注目すべき点について担当委員より説明

された。基本的に、臨床化学などの定量

検査については、極端に厳しすぎる評価

とならぬよう、施設ごとの調査結果を

“○”、“△”、“×”で評価している。ま

た、細胞・血液像・一般検査・微生物・

生理機能・病理などは、フォトサーベイ

で判定基準や検査法の検証を行っている。

評価のもととなる目標値や許容し得るば

らつきの幅、また設問ごとの目標回答や

選択基準の設定などに関して、長年検討

を積み重ねてきたが、信頼性が高く効果

的な調査に繋がるよう評価方法自体の標

準化をさらに推進する必要がある。 
これらの点については、外部精度管理

調査評価法検討・試料検討ワーキンググ

ループが「定量検査・定性検査に関する

日臨技としての評価法指針」を医学検査

の昨年１月号に提示しているが、会場よ

りそれら評価基準の意味や妥当性に関す

る活発な質問が出ており、更なる検討を

積み重ねて行きたい。 
 

   
         300 名の参加者 

さて、日臨技は昨年度より本格的に「臨

床検査データ標準化」の実践に着手した

が、この報告会でもこの事業の実施概要

に関する説明がなされた。 
この事業は国家的規模で行われ、臨床

検査技師が自らの社会的責任を果たすべ

く日臨技が主導となってデータ標準化を

進めるものである。平成 20 年 4 月から特

定健診・保健指導プログラムがスタート

したが、国民の健康増進や疾病予防を支

える意義深い有用な臨床検査を更に発展

させることに繋がる事業として捉え、職

域の拡大へと繋げて行く必要がある。次

年度は、精度管理調査システムの新構築、

全国で共有できる基準範囲の設定などを

含め、標準化の継続的な進展に向けた事

業展開が予定されている。 
臨床検査データ標準化事業と精度管理

調査事業は車の両輪のような関係であり、

両者が相互に補完し合いながら医療に有

用な臨床検査情報の提供を目指すもので

ある。全国規模の展開と地域単位での実

践が組織的に融合することによって、国

民にとってより適切で効率的な標準化が

推進されることになる。 
平成 21 年度の日臨技精度管理調査は、

従来と同様のスケジュールで 6 月に実施

予定であり、すでに準備が進められてい

るが、この事業をより積極的に活用する

ことで更なる信頼性向上を実現していた

だきたい。       【細萱茂実】 
 
=============================== 

マタニティ＆ベビーフェスタ 2009 
 福岡会場終了！ 

３Ｄ体験コーナーに、276 名･･･ 

=============================== 
 日本マタニティビクス協会が主催する

マタニティ＆ベビーフェスティバルは、

例年、東京で開催されているが、今年か

ら福岡会場、仙台会場が加わり３会場で

開催されるようになり、福岡会場でのフ

ェスティバルが３月７日(土)８日(日)の両

日、福岡国際会議場において開催された。 

      
当日の参加者 

昨年12月、三次元的胎児超音波検査（３

Ｄエコー）を臨床検査技師会で担当して

欲しいとの要請を受け、参画することに

なったものである。福岡会場においては

３Ｄ超音波機器を４台使用し技師７名が

交代で運用。 
初日は 140 名、２日目は 136 名の妊婦

さんが体験された。体験にあたっては希

望者が殺到するのを避け、抽選方式がと

られ、当選されたご夫婦からは「ラッキ

ー！」との声が聞かれた。体験コーナー

での受付をされた後は緊張気味であった

が、実際ベッドに横になり、三次元の立

体的な超音波像が描写されるとほとんど

の家族が「ワーッ」と歓喜をあげていた

のが印象的であった。 

 ３Ｄの体験･･･  
体験を終えニコニコ顔で会場をあとに

する姿に、担当した技師も微笑み、コミ

ュニケーションの大切さを感じた。 
また、両日 13 時 30 分からは「妊娠と

臨床検査」と題して別会場にて特別講演

を行い、前半は DVD を使用して臨床検査

の総論を、後半はスライドを使い妊娠中

に定期的に行う尿検査、血液検査、超音

波検査等の講演を行い、妊婦ご夫婦ご家

族らが真剣なまなざしで聞き入っていた。 
この後、このフェスタは、4 月 25・26

日には仙台、5 月 9･10 日は東京で開催さ

れる予定であり、当会も今回同様な参画

を予定している。   【長迫哲朗】 
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